
ゾーンの設定と関係者間の理念・情報の共有
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齢
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校区社協
民生委員 福祉協力員 自治会

＝基本理念と情報の共有＝

小地域福祉活動の基礎単位として

安心生活創造事業の設定ゾーン（＝校区社協）

３０年以上住民が慣れ親しんだ圏域



原則１ 基盤支援を必要とする人々とそのニーズを把握する

【基盤支援を必要としている人々の把握】 【基盤支援を必要としている人々
のニーズの把握】

校 区 社 協

既存の校区社協情報

民生委員 福祉協力員 自治会等

基盤支援を必要としている人のニーズ把握

民生委員・福祉協力員・自治会等
の情報整理（突合）

福祉協力員の見守り
活動による継続的な行民

調査票を用いた
ズ

＋ 活動による継続的な
ニーズ調査

行
政
情
報

民
生
委
員

ニーズ調査
＋

基盤支援を必要としている人々の把握
校 区 社 協

近隣圏域 近隣圏域 近隣圏域

校区を細分化し（３００～６００世帯の近隣圏域の設

近隣圏域 近隣圏域 近隣圏域

定）、近隣のネットワークによる基盤支援を必要とし
ている人々の洗い出し（住宅地図等の活用）。



原則２ 基盤支援を必要としている人がもれなくカバーされる体制をつくる

校区を３００～６００世帯に細
分化＝近隣圏域の設定 福祉協力員

各近隣圏域にリーダー1人と
５０世帯に1人程度福祉協力
員の配置

福祉協力員

福祉協力員

福祉協力員

リーダー
（民生委員等）

員の配置

近隣圏域 近隣圏域 近隣圏域
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福祉協力員

福祉協力員 福祉協力員

近隣圏域 近隣圏域 近隣圏域福祉協力員

近隣圏域近隣圏域 近隣圏域

５０世帯に一人の福祉協力員
の近隣ネットワークにより、基
盤支援を必要としている人を盤支援を必要 る を
もれなくカバー



原則３ それを支える安定的な地域の自主財源確保

地 域 住 民域 住 民

校(地)区社協

寄 付

共同募金

住民会費

基盤整備

（見守り・

支え合い） 住民会費

活動費

今後、拡充して

区 社 協
いく財源

今後、開発して
今後、拡充して
いく財源

企業 社会福祉法人
地域福祉振興基金 助成 寄付

、
いく財源

いく財源

企業・社会福祉法人
地域福祉振興基金 助成 寄付


